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本レポートについて

ヤフーでは、広告サービス品質向上のための取り組みを実施しています。

本レポートは、広告主・広告会社・広告配信パートナー、そしてヤフーをご利用の

ユーザーの皆様に安心してヤフーのサービスおよび広告をご利用いただけるよう、

その取り組み内容をお伝えすることを目的としています。



広告アカウントの審査



Yahoo!広告 アカウント審査基準

アカウント審査基準の公開

4

※アカウント審査基準公開のお知らせ（2022/4/12適用開始）https://ads-promo.yahoo.co.jp/support/announce/30294435.html
新規基準の公開ではなく、以前から適用している審査基準の公開です。

ヤフーでは、不適切な広告の掲載を防ぐため、広告

掲載のお申し込み時に開設いただく「広告アカウン

ト」単位での審査を行っています。2022年4月、本

審査に関して、広告の品質確保および透明性の向上

を目的とし、「Yahoo!広告 アカウント審査基

準」 （以下「アカウント審査基準」と表記）を公

開※しました。

アカウント審査基準は、3章構成となっており、ア

カウント開設時の審査に関する基準と、アカウント

開設後の審査に関する基準を設けています。
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アカウント審査による審査結果（半期比較）

2021年度下半期は、5,324件※1のアカウント

を非承認（アカウント審査基準に抵触するアカウン

トとして開設のお断りおよび利用停止）としました。

2021年度上半期と比較して、非承認割合は大きく変

動しておらず※2 、新規のアカウント作成数が増加し

たことにより、非承認数も増加しています。

※1 Yahoo!広告 アカウント審査基準に抵触した非承認数を合計した件数

※2 以前から適用している審査基準のため、基準公開による非承認数への影響はなし

（件）
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A B C D E F開設時審査

A. 通常の環境で表示することができないもの B. 広告表現において過去に重大な違反実績があるもの

C. 不正な広告表現や広告手法 D. 登録情報

E. サイトで使用される言語 F. その他

アカウント審査による非承認理由内訳（開設時審査）

Yahoo!広告 アカウント審査基準に抵触した項目の内訳
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2021年度下半期の開設時審査では、「通常の環境で表示することができないもの」や「 広告表
現において過去に重大な違反実績があるもの」の非承認が目立ちました。

通常の環境でサイトの表示ができないものや、IDやパスワードで閲覧制御がかかっているものは正しく
審査が行えないためアカウント開設をお断りしています。

また、「広告表現において過去に重大な違反実績があるもの」とは、Yahoo! JAPAN 広告掲載基準（以
下「掲載基準」と表記）の観点で2021年2月から開始した広告審査※です。過去に重大な違反表現が認
められた対象商品を訴求している場合、アカウント開設をお断りしています。

※違反実績をふまえた広告審査開始のお知らせ（2021/2/8適用開始）https://ads-promo.yahoo.co.jp/support/announce/872532.html
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アカウント審査による非承認理由内訳（開設後審査）

2021年度下半期の開設後審査の非承認は、「アカウントの登録情報から不正な広告出稿の懸念があ

ると判断したもの」が大半を占めました。例えば、アカウントの登録情報から過去に不正を行った不

正者との一致が確認できた場合は、不正な広告出稿の懸念があるとしてアカウントの停止を行ってい

ます。

また、「違反実績のあるアカウントを繰り返し作成したもの」に該当する非承認も目立ちました。過

去に不適切と判定した広告主様による繰り返してのアカウント作成はお断りしています。
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A B C DE開設後審査

A. アカウントの登録情報から不正な広告出稿の懸念 B. 違反実績のあるアカウントを繰り返し作成

C. 広告掲載基準第4章に抵触する広告を入稿 D. 広告掲載基準に抵触する広告を大量に入稿

E. その他

Yahoo!広告 アカウント審査基準に抵触した項目の内訳
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広告の審査



広告の審査について

ヤフーでは不適切な広告の掲載を防ぐため、広告単位での審査もしています。

この審査では、掲載基準を定め、虚偽誇大広告や詐欺的な広告などの法令に違反する広告はもちろんのこと、

ユーザーに不快感・不安感をあたえるような広告などの掲載も防止しています。

この掲載基準は、法改正や社会情勢に合わせて常に見直しを行っております。

2022年1月13日、政党広告でターゲティング設定に関する基準を設ける等、複数の掲載基準にお

いて、新基準の審査への適用を開始※1しました。また、政党広告については、クリエイティブやサイト上

の表現の判断も変更および明文化※2しました。

広告の審査は、この掲載基準に基づき広告の入稿前から掲載開始後にわたり、審査スタッフとシステムによ

り24時間365日行っています。
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※1 広告掲載基準変更のお知らせ（2022/1/13適用開始）https://ads-promo.yahoo.co.jp/support/announce/30233862.html
※2 広告掲載基準「政党」の判断基準変更のお知らせ（2022/5/25適用開始）https://ads-promo.yahoo.co.jp/support/announce/30299852.html
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広告審査による審査結果（年度比較）

2021年度は、Yahoo!広告において、

約1億3,000万件※の広告素材を非承認（掲載基

準に抵触する広告として掲載をお断り）としました。

2020年度と比較して、入稿数に占める非承認割合が

低下して非承認数が大幅に減少しました。

広告主様に向けた掲載基準への理解を促進するための

啓発活動などにより、広告主様による基準への理解と

表現の修正が行われたことが大きな要因です。

132,658,367

175,081,672

0 50,000,000 100,000,000 150,000,000 200,000,000

2021年度
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非承認数

（件）
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※ Yahoo! JAPAN 広告掲載基準・広告入稿規定・広告販売ルールに抵触した広告タイトル・説明文・画像・リンク先サイト・キーワードの各非承認数を合計した件数
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広告審査による審査結果（半期比較）

2021年度下半期は、Yahoo!広告において、

約7,500万件※の広告素材を非承認（掲載基準に

抵触する広告として掲載をお断り）としました。

2020年度下半期と比較して非承認数が大幅に増加

しました。特定の広告商品において大量の非承認広

告を入稿する広告主様が発生したことが要因と考え

られます。

※Yahoo! JAPAN 広告掲載基準・広告入稿規定・広告販売ルールに抵触した広告タイトル・説明文・画像・リンク先サイト・キーワードの各非承認数を合計した件数

75,754,917

57,409,477
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広告審査による非承認理由内訳（年度比較）

2021年度は、「最上級表示、No.1表示」「薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品」の掲載基準で

の非承認が割合、件数ともに増加しました。最上級表示は、特定の広告主様による大量の広告の入稿に伴

い、非承認となる広告が多く含まれていたこと、薬用化粧品は、新たな表現方法が非承認となったことが

増加の大きな要因です。
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2021年度

2020年度

A. 最上級表示、No.1 表示 B. 薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品 C. 広告の関連性について

D. ユーザーの意に反する広告の禁止 E. 食品、健康食品 F. たばこ、電子たばこ

G. 医療機関 H. ユーザーに不快感を与えるような表現 I. スタイル入稿規定

J. 広告の有用性について K. 不当表示の禁止 L. その他

Yahoo! JAPAN 広告掲載基準・広告入稿規定に抵触した項目の内訳
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広告審査による非承認理由内訳（半期比較）

2021年度下半期と2020年度下半期を比較すると、「最上級表示、No.1表示」の掲載基準で

の非承認の増加が顕著に見られました。

一方で、「ユーザーに不快感を与えるような表現」の掲載基準での非承認は大幅に減少しました。

2020年度にコンプレックスに関する表現の審査基準について周知※をしたことや、広告主様による基準

への理解と表現の修正が進み、2021年度下半期はそれらの不適切な表現の広告の入稿が減少しました。
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2021年度下半期

2020年度下半期

A. 最上級表示、No.1 表示 B. 薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品 C. 広告の関連性について

D. ユーザーの意に反する広告の禁止 E. 食品、健康食品 F. たばこ、電子たばこ

G. 医療機関 H. ユーザーに不快感を与えるような表現 I. 広告の有用性について

J. その他

※コンプレックスに関する表現の広告審査について（2020/8/27適用開始）https://ads-promo.yahoo.co.jp/support/announce/849438.html

Yahoo! JAPAN 広告掲載基準・広告入稿規定に抵触した項目の内訳
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広告審査による広告素材別非承認理由内訳

14

2021年度下半期の広告タイトル・説明文では、「最上級表示、No.1 表示」の掲載基準での非承認が

大半を占めました。最上級表示をする場合は、客観的な根拠を合わせて表示することを求めていますが、

根拠の表示がない広告の非承認が引き続き多くありました。

動画では、「ユーザーに不快感を与えるような表現」の掲載基準での非承認が目立ちました。化粧品

や健康食品の訴求で、一部の身体的特徴をコンプレックスであると思わせるような表現を用い、ユーザー

に不快感を与える表現が見受けられました。
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動画

画像

広告のタイトル・説明文

A. 最上級表示、No.1 表示 B. 薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品

C. ユーザーの意に反する広告の禁止 D. 社会規範・公序良俗・権利侵害等のおそれ

E. アダルトサイト F. 医療機関

G. 消費税に関する表示 H. ユーザーに不快感を与えるような表現

I. 広告の主体者の明示 J. ユーザーに誤解を与えるような表現

K. 医薬品、医薬部外品、医療機器 L. その他
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広告掲載面審査/
広告トラフィック審査



広告掲載面の審査について

ヤフーは、Yahoo!広告をYahoo! JAPANのサイトやアプリだけでなく、提携パートナーのさまざま

なサイトやアプリへも配信しています。

インターネットユーザーと広告主を適切に結び、安心してYahoo!広告をご利用いただくために、

広告掲載面に対する審査・パトロールも人の目とシステムの24時間体制で監視を行っています。

広告掲載面に関しては大きく2つ、ボットなどからのアクセスやクリックにより不正に広告費をだま

し取る「アドフラウド」の発生を検知・排除する取り組みと、違法サイトなど不適切な内容の

掲載面に広告が配信されることを防ぐ「ブランドセーフティ」の取り組みがあります。

どちらの取り組みも、広告掲載先サイトやアプリに対する事前の審査と、広告配信開始後の

継続的な事後パトロールで対策を行っています。
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広告掲載面審査

＜ブランドセーフティの対策＞



ブランドセーフティ：広告掲載面の事前審査結果
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A B C D E F G H

A. 広告配信先運営者の明示不備 B. 個人・実体不明事業者

C. 性的な商品・サービス D. アドフラウド疑い

E. 知的財産権の侵害 F. 書き込み内容などが不適切なサイト

G. ポイントサイト H. その他

事前審査の非承認理由の内訳

24％

22％

22％

審査承認 審査非承認

2020年度
下半期

2021年度
上半期

2021年度
下半期

広告掲載面の事前審査結果

審査単位：原則サイトドメイン
申込み経路の異なる同サイトの重複カウントあり

2021年度下半期

広告掲載面の事前審査の非承認割合は、2021年度下半期は約24％という結果でした。

非承認の割合が増えた理由は、アプリの事前審査において「個人・実体不明事業者」に該当するケース

が増加したためです。アプリの場合、アプリやアプリストア内で運営事業者が確認できることを必須と

しており、確認できない場合は非承認になります。
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ブランドセーフティ：広告掲載面のパトロール結果

2021年度広告掲載面

URLブロック件数

19

一度事前審査で承認され、広告配信が開始された掲載面（メディア・サイト）でも、継続的にURL単位

でのパトロールを行っています。ニュースやエンタメ情報といった広告掲載面が扱う「テーマ」が、事

前審査後に基準に抵触する内容に変わり、ドメイン全体を非承認にするケースや、テーマの品質には問

題がなくても、一部のカテゴリーやURLに違反コンテンツが含まれていることが判明して部分的にブ

ロックを行うケースがあります。

約25万件

2021年度広告掲載面

サイト停止件数

約3,000件

※ドメイン全体をブロックしたサイト数
※サイト数には個別ブログ等を含む
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広告トラフィック審査

＜アドフラウドの対策＞



アドフラウド対策について

ヤフーでは、広告配信ネットワーク全体のモニタリングを24時間体制で行うことで、広告トラ

フィックの品質管理を実施しています。

この品質管理により、無効なトラフィック（広告リクエストや広告インプレッション）や

無効なクリックの排除 が行われています。

無効なトラフィックには悪意のないものもありますが、中にはインターネットユーザーに見せかけ

たボットによる悪質なインプレッションやクリックなど、広告主様の広告費を不当に搾取する

「アドフラウド（不正広告）」も含まれます。
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広告リクエストや広告インプレッション
レベルでの無効検知

広告クリック
レベルでの無効検知

Pre-bid方式による
事前検知

自動フィルターよる

無効検知

オンライン検出

無効クリック検知

オンライン
検出

オフライン
検出

無効トラフィック・

無効クリック検知の流れ
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無効トラフィック・無効クリックの検知結果
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広告リクエスト※1や広告インプレッション
レベルでの無効検知

※1 広告リクエストとは、広告が掲載面に表示されて目に見えるようになる前の段階で発生す
る「広告の表示要求」を指します。

※2 Pre-bid方式とは、広告リクエストのタイミングで無効トラフィックを判定し、無効だっ
た場合に広告を非表示にする不正対策の方式です。

広告の総クリック数に占める、無効なクリッ

ク数は全体で 3.7％ありました。

（2022年3月実績）

広告クリックレベルでの無効検知

65% 27% 3%5%

パソコン スマホ （ウェブ） タブレット （ウェブ） アプリ

デバイス別検知割合

デバイス別検知割合

（2022年3月実績）

Pre-bid方式※2での不正検知や自動フィルター
による検知で、無効と判定された広告リクエ
スト・広告インプレッションの割合は、総広

告リクエスト数に対して 1.6％ありました。

18% 48% 2% 32%

パソコン スマホ（ウェブ） タブレット （ウェブ） アプリ

2021年下半期に事前検知した無効クリック

は、広告費に換算して 約45億円でした。

この金額は、広告主様の費用にならないよう

非課金化の処理が行われています。

※対象サービス：Yahoo!広告 ディスプレイ広告 © 2022 Yahoo Japan Corporation




